《学生被害報告》
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年7月26日（日）
被害者:　台湾人留学生10－20代　未成年者含む
場所:　マクタン島ビーチリゾートエリア

被害物:　通学していない学校のパンフレットへの写真無断掲載
状況:　マクタン島のとある学校前で2人のアメリカ人が学生たちに声をかけ、新設語学学校のオープン記念サービスとして無料アイランドホッピングを斡旋した。この無料サービスには20名の台湾人学生が参加したが、その際に撮影した写真を、学生達が通う学校とは別の新設校案内のパンフレットに無断掲載され、各国の留学エージェントに送付された。新設語学学校のパンフレットにはマクタン島に位置するコンドミニアムの写真が使用されていたが、被害者が通う学校管理者が、新設校と称するコンドミニアムに問い合わせをすると、語学学校は存在しないし開校予定もなく、勝手に新設校と称して施設写真を使われたことは遺憾であるとの事。また、20名の台湾学生に対し冬期シーズンへの入学斡旋していた為、現状、実在していない新設校への入学斡旋は振込詐欺と同種の被害に発展する可能性があった。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年7月19日（日）15:30
被害者:　日本人・男性・20代
場所:　ITパーク近くの通り
被害物:　太股を撃たれる。
状況:　日本人男性がITパーク近くの道を歩いていたところ、男にバイクに乗るよう誘われたそうです。バイクタクシーだと思った男性は、近くのアヤラモールに向かうように依頼しましたが、バイクの男は別の場所（バランガイ・アパス方面）に男性を連れて行き、そこで銃で取り出して強盗に及ぶ。日本人男性に対して、銃を向けて現金と貴重品を出すよう命じたが、男性はポケットの100ペソ札（約260円）のみ差し出し、強盗は激怒して受け取らず、もっと出すように脅しました。しかし、男性が泣きながら周囲に助けを求めたため、銃で男性の左太ももを撃って、バイクに乗って現場から逃走しました。男性は病院に運ばれ容態は安定しているようです。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年6月18日（水）21:00
被害者:　日本人生徒・男性・20代
セブ滞在歴：　1週目
場所:　ダウンタウン・コロンエリア

被害物:　なし
状況:　ジプニーに夜間乗っていると刃物を突きつけられ脅された。本人は毅然とした態度で何も盗まれなかった。←幸い無事だったが大変危険な行為
経過:　何も盗まれなかったので、特に措置は取らなかったよう
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年3月21日（土）
被害者:　日本人生徒・男性・50代
セブ滞在歴：　2週目
場所:　セブ市ウォーターフロントホテル周辺
被害物:　Smart phone
状況:　気がついたら、ポケットからなくなっていた。スラれたと思う。
経過:　本人は保険に非加入なので、特別な措置はとらなかった。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年5月16日（土）14-19時
被害者:　日本人生徒・男性・20代
セブ滞在歴：　1ヶ月目
場所:　セブ市ウォーターフロントホテル周辺
被害物:　iPhone6
状況:　10代女性のストリートチルドレンに囲まれズボンのポケットからすられる。
経過:　警察署に行き、ポリスレポート受理済み。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年5月30日（土）20時
被害者:　日本人生徒・男性・20代 
場所:　セブ市SMモール

被害物:　日本円現金10万円、クレジットカードより約30万円相当の品物
状況:　5月16日SMモールでフィリピン人男性に声をかけられ、男性の妹と共にアヤラ地区の男性宅に招待された。昼食後、フィリピン人男性にインドネシアより富豪が来ていると紹介され、カジノでのカードの勝ち方のアドヴァイスを受け、その後、実際にカード講義に移りそのまま、同人の意思も取り付けずトランプゲームが始まった。当初は、勝っていたが相手が大金を賭けて来たので仕方なく右に応じたが、結果的には、負けてしまい約40万円を請求された。手持ち現金10万円を渡し、更に残りの金額（30万円程度）の支払いは、クレジットカードを用い携帯電話5台を購入させられ解放された。

経過:　被害報告は学校管理者ではなく、日本領事館に届出があった。領事館では、まず警察への被害届及び通学している学校に報告する様教示しましたが、同人（被害者）は自分のミスなので今後同様な手口で他の留学生がトランプ詐欺に遭わないよう注意喚起して欲しい旨要望していた。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年3月8日（日）正午頃
被害者:　日本人生徒・女性・19歳
場所:　Ayalaモール
状況:　2015年3月8日(日)、イカサマトランプ賭博詐欺未遂にあった生徒からの報告です。生徒がAyalaモールで知り合った現地人女性の家を訪れるとトランプゲームが始まり、現金を要求され、どうにか断り学校に戻ってきたという内容です。

　当日の正午頃、Ayalaショッピングモールにて一人で買い物をしている際、現地フィリピン人女性が親しげに話しかけきたそうです。生徒について、いろいろと質問した後もなかなかいなくならず、その後も生徒の後をついてくる形で会話が継続されました。Ayalaショッピングモールにて、一緒に昼食を取った後、女性から家族を紹介したいと家に招待されました。見た目がとても親切そうな女性だった為、一緒に家に行くことにしたそうです。Ayalaモールから約1時間の所にある女性の自宅と思われる家に到着し、そこでセブ市内のウォーターフロント内にあるカジノで働いているというシンガポール人男性を従兄弟として紹介されました。その後、その男性からトランプゲームをやらないかと誘われたそうです。12,000ペソを最初に賭けろと言われ、お金が無いと断ると、クレジットカードと手持ちの現金全てを要求されました。この時ショッピングモールで出会った女性は、会話を聞いているだけでとくに関わってはこなかったそうです。その後、学校の門限時間がある為に今すぐ帰る必要がある旨を伝えると、女性がタクシーを呼んでくれて、帰ってくる事ができたという流れです。現金、カード類は盗まれていません。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年3月下旬週末
被害者:　韓国人生徒・男性・20代後半
セブ滞在歴：2ヶ月
場所:　マンゴースクウェアのバー

被害物:　交渉代1.5万ペソ
状況:　マンゴースクウェアのバーで生徒が1人で飲んでいたら、自称イギリス人という男性とフィリピン人女性に声をかけられ、イギリス人に飲み物を奢ってもらい、飲んだ後に意識を失ってしまった。
目が覚めると生徒はホテルに居て、女性の服が破かれており女性が警察に通報して、そのまま警察署へ連行された。その後、取調べを受けたが生徒は飲み物を飲んだ後の記憶がなく何も応えられず留置所に入れられてしまった。学校職員は、生徒が留置場に入れられたという連絡をもらってすぐに、交渉代3万ペソを持って向かった。そして、指紋などの情報を取られて留置場で数時間を過ごした。

経過:フィリピン人女性とは示談金1.5万ペソで交渉が成立して生徒は釈放された。-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年3月週末
被害者:　韓国人生徒・男性・20代後半
セブ滞在歴：セブ到着初日
場所:　マクタンセブ国際空港到着出口付近
状況:　被害学生がセブの空港に到着して、学校のピックアップサービスの案内用紙を手に持って待合せ場所で学校職員を探しているときに近くにいたフィリピン人に自分の行く学校を知っているか？と聞いたところ、自分がその学校のピックアップ担当者だといわれ、一緒に6人乗りの車に乗って、その学校へ向けて出発した。

車の中でドライバーが学生にピックアップ費用とし80ドルを要求した。これを不審に思った学生が、ピックアップ費用は事前に支払った留学費用に含まれていて出さなくてもいいと学校から案内を受けたし、本当に別途、支払いをするべきなのか学校に到着してから管理者に確認したい、今は所持しているお金は全くないと伝えたところ、ドライバーが急に学生を道に降ろして逃げた。

経過:　学生が下ろされたのが警察署の近くで、その近くの両替所で両替をしてタクシーをつかまえて空港に戻った。学校職員も、この学生の乗った飛行機が到着してから2時間以上、経っていたが空港職員に確認をしつつ、学生を空港の到着出口で待っていた。学生を乗せたドライバーはまだ、捕まっていない。

-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年1月1週目
被害者:　日本人生徒＆学校
場所:　某セブ地域語学学校
被害物:　偽札（1,000ペソ1枚）

状況:　学校金庫を整理していたところ、小口金の中に偽札が混ざっていたことにスタッフが気付いた。どのようなルートで学校の元に入ったか定かではないが、生徒から現金を預かることが多いため、生徒経由での入手の可能性が高い。（※勿論、生徒もこのことには気付いていないと思われる）
経過:　学校の金庫に保管（誤って使用しないように、封筒に仕分け済み）

-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2015年1月21日（水曜日）19時頃
被害者:　韓国人男子留学生
場所:　セブ市マボロ地区にあるセブンイレブン前
被害物:　無し
状況: フィリピン人男性から声を掛けられ、フィリピン人は500ペソを沢山持っていて3,000ペソ分を両替してもらいたいと言ってきた、生徒が1,000ペソならイイよ。と男性に渡したところ、1,000ペソ札なら必要ないやとフィリピン人に返された。しかし、コンビニで1,000ペソで買い物をしようとしたところ偽札だと言われた。返された1,000ペソ札は偽札にすり替えられていた。フィリピン人はジプニーに走って逃げて行った。
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下が本物で上が偽札です。偽札は、左側の丸く光る部分が黒い。人物のシャドウが薄い。-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年10月5日（日曜日）00時30分
被害者:　日本人生徒20代(女性)、20代 (男性)
セブ滞在歴:　1ヶ月
場所:　ITパークからグアダルーペ付近（州政府庁舎西部）
被害物:　無し
状況:　二人でITパークのレストランで食事をした後、ホテルで休もうという話になり、タクシーに乗りドライバーに安いホテルに連れていってもらうように頼む。ドライバーは20代で痩せており、タクシー会社は未確認。ドライバーは150ペソで泊まれるホテルに連れて行ってやると言い、グアダルーペ付近に向かう。タクシーが止まったところにはホテルらしきものが見当たらず、辺りも暗くて人気がなく危険な雰囲気を感じた為、高くてもよいのでもう少し普通のホテルに連れていってもらうようにドライバーに頼む。タクシーは一旦走り出したがすぐにエンストしてしまい、ドライバーがエンジンをかけ直そうとしたがかからず、違うタクシーを捕まえようということになり、ドライバーと3人で少し離れたところまで移動する。この時点でタクシーのメーターは90ペソ程度。タクシーが通りかかったので停めたところ、はじめのドライバーが新しくきたドライバーと現地の言葉で何か話す。すると、何か悪いことをする計画を持ちかけられたのか、新しくきたドライバーは驚いた様子を見せ、生徒2人に「この場ですぐにあなた達は200ペソ払った方が良い」と伝える。20代男性生徒はメーターが100ペソ以下だったことから納得いかず、はじめのドライバーに対して強い口調でそれを断る。はじめのドライバーから、「それならレシートも出せるからメーターを確認しにきてくれ」と言われエンストして止まっているタクシーのところまで3人で戻る。車に戻った途端にドライバーが銃を取り出して後ろのシートに座れと脅される。逆らえず後ろのシートに乗り込んだところ、ドライバーは20代男性生徒の手をロープで縛る。20代女性生徒は「500ペソ払うから許してほしい」と頼んだものの、ドライバーは「それでは足りない」と受け取らず。20代女性生徒はさらに「全部渡すから許してほしい」と頼むがドライバーは「自分は言われた通りホテルまであなた達を連れて行き、あなた達を信じていたのにそれを裏切った」と言いだす。暗く人気もない場所だったので諦めかけたところ、正面から車がきてライトで照らしながら目の前に停まる。よくみると警察で3人の警察官が銃を構えながら降りてきてドライバーを取り押さえる。途中で乗り換えようとしたタクシーが警察に通報してくれていた模様。警察と一緒に最寄の警察署に行き事情聴取を受ける。
経過: ドライバーは警察に捕まり刑務所に送られた。警察の調べでドライバーは覚せい剤を使用しており、犯行に使用された銃はおもちゃであることが判明。警察からは極端に痩せている20代くらいのタクシードライバーは覚せい剤を使用している可能性が高い為、そのようなドライバーのタクシーには乗らないようにとアドバイスされる。当該生徒はドライバーを刑務所から出さないようにする為に定期的に呼び出されて必要書類にサインをしに行っている。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年8月中旬
被害者:　日本人学生20代男性
セブ滞在歴:　4ヶ月
場所:　 Mango Square Area
被害物:　交渉代1万ペソ
状況: 生徒が飲み屋でイギリス人に飲み物を貰い、それを飲んだ直後に記憶をなくした。記憶をなくしてから、約30分後に、いきなりフィリピン人の女の子2人に喧嘩を売られた。殴られそうになったので、避けようと思ったが、手が滑ってしまい一人の女の子の顔にぶつかってしまい女の子の顔を少し傷つけてしまった。結局、ガードマン→警察と渡り、留置場に入れられてしまった。

学校職員は、生徒が留置場に入れられたと言う連絡をもらってすぐに、交渉代１万ペソを持って向かったが、生徒が警察に入ったときにフィリピン人の悪口を言ってしまったことで警察署長とは交渉不可能な状態だった。帰国する2日前ではあったが、署長からは、絶対に帰国はさせないといわれた。そして、写真や指紋など情報を取られて、約36時間を留置場で過ごした。

経過:女の子たちには1万ペソを渡して交渉済み。警察署長には1：1での相談をお願いし、また、事情説明や謝罪のメールを何回も送った。生徒が留置場に入れられている間、複数人の学校職員が留置場の隣に残ってケアを続けた。途中、他校の生徒が留置場に入り当校の生徒に喧嘩を売ってきたが、その学校のマネージャーにも来てもらって何とか解決。やっと帰国当日の朝に留置場から出ることができた。入国拒否や指紋などすべての犯罪記録を消してくれた。念のために、まだ署長と連絡取っている。当校ではMango Square Areaには立ち入り禁止という新ルールができて全生徒から署名をもらっている。-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年11月10日
被害者:　日本人学生30歳男性
セブ滞在歴:　7ヶ月
場所:　ジプニー内（ITパークからコロン行き）
被害物:　iPhone
状況: 丁度フィリピンに慣れてきて、毎日ジプニーにのっていました。ある日、いつもと変わらずジプニーに乗っていると、明るい肉付きの良い男性が隣に座ってきました。みんなに話しかけているようで、ジプニーの中でムードメーカーのようになっていました。ジプニーから降りる時にポケットを確認すると、iPhoneが盗まれていました。現場を確認していなかったし、隣の男性もさっきのやつが盗ったといい、半ば強引にジプニーから降ろされてしまいました。今考えると、隣に座ってきて、話しかけられている時や、隣に座った瞬間すられたのかもしれません。ジプニーに乗った際に、陽気なフィリピン人には気をつけましょう。

経過: 時間もなかったので、そのまま泣き寝入りです。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年10月19日
被害者:　 日本人学生20代男性
セブ滞在歴:　2ヶ月
場所:　ラホッグ地域からSMモールに向かう道中
被害物:　スマートフォン
状況: クラスメイトと2人でジプニーを使いSMモールへ行く途中で事件発生。

被害者学生は、肩掛けカバンにスマートフォン、財布のみを入れていた。ジプニー乗車中はカバンをしっかりとホールドしていたが、友達との会話に夢中となっていた。本人によると、隣の席に座っていた女性がコインを落と拾おうとしたところ以外は特に変わった素振りはなかった。しかし、ジプニーを降りる際に、目の前に座っていた乗客より「カバンの中を確認してみて。」といわれ確認したところ、スマートフォンが盗まれていた。
経過: 警察へは届け出ず、現地にてスマートフォンを再度購入。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年10月初旬
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:　1ヶ月
場所:　バニラッド(セブン-イレブン付近)
被害物:　スマートフォン
状況: 夜9時頃、タランバン方面からBTCへ徒歩で移動中、フィリピン人の子供2～3人が近づいてきて、まとわりつかれてしまった。学生は「じゃれ合っている」感覚だったが、その後BTCへ到着した時点で携帯電話がなくなっていることに気づいた。
経過: 日本人スタッフ同行のもと警察署へ行き、ポリスレポートを発行してもらった。また、スタッフから「夜9時という時間帯に徒歩で移動することは危険である」ことを改めて忠告した。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年9月末
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:　1ヶ月
場所:　バニラッド(セブン-イレブン付近)
被害物:　iPhone
状況: 夜、BTC方面からタランバン方面へ徒歩で移動中、フィリピン人の若い女性3～4人に囲まれ、抱きつかれたり身体を触られたりした。しばらくして女性達はその場を去ったが、その後、携帯電話がなくなっていることに気づいた。
経過:　日本人スタッフ同行のもと警察署へ行き、ポリスレポートを発行してもらった。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年8月31日 朝7時30分頃
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:　5ヶ月
場所:　バニラッド(Bright Academy付近)
被害物:　身体　※本件は事件ではなく事故です。
状況:　朝、学生が道路を渡ろうとした時に車に轢かれた。学生は3週間程入院した後、無事日本へ帰国した。
経過:　学生は5ヶ月の留学を終了したあとの帰国日当日の朝に自動車事故に遭ってしまい、VISAの延長等の必要な処理を学校側でサポートした。実は、加害者の運転手は某セブ市内の病院の「医師」であった為、けが人の扱いには慣れており、すぐに自分の車で最寄りの病院（Gullas Medical Center）へ搬送してくれた。また、学生は海外旅行保険加入していた為、費用面では一切負担は無かった。事故発生直後、自由に身動きの取れない学生に代わり日本人スタッフが「一時的な代理人」の様になって、保険会社への連絡を行ったが、保険会社の対応は極めていい加減、不十分であった。日本では大手と呼ばれる保険会社の保険に加入していた、海外での事例における実際のオペレーションを執るのは他の組織である為か、まさに「面倒なことのなすりつけ合い」を目の当たりにした。交通事情の劣悪なフィリピンにおいて、他の語学学校においても同様の事象が発生しない保証は全く無く、「覚悟」しておくことをおすすめする。また、学生は徒歩移動中にヘッドフォンで音楽を聴いていた。フィリピンでは大変危険な行為だと思う。

-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年8月末
被害者:　 20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:　5ヶ月
場所:　バニラッド(Jolibee駐車場前)
被害物:　iPod Touch
状況: 夜10時頃、当該場所の前を徒歩で移動中、フィリピン人の男性2人組にカバンをひったくられそうになった。しばらく揉み合いの様な状況になったが、学生がカバンを離さなかった為、しばらくしてフィリピン人2人組は近くに止めてあったバイクでその場から走り去った。その後、学生が身の回りのものをチェックしたところポケットに入っていた iPod Touch がなくなっていた（揉み合いになったときにポケットからこぼれ落ちてしまったらしい）。事件発生時、周りには通行人（見物人達）が多くいたが、その内の数名が「バイクに乗って去っていた犯人がiPod Touch拾っていった」と教えてくれた。
経過: 学校寮に戻ってきた学生と会話し、翌日警察署に行くこととしたが、その数分後に警察官が学校寮へ来て「犯人が捕まった」との報告を受けた。その後日本人スタッフ同行の元、学生とともに警察署へ行き犯人を確認。残念ながら犯人は iPod Touch をすでに持っておらず、学生はその場でポリスレポート作成の手続きをとった。※なお、犯人がすぐに捕まった理由は、一部始終を見ていた見物人の中の若者数名のグループが、バイクで走り去った犯人を車で追いかけ、タランバンのセブン-イレブン交差点で追突（バイクを止める為に意図的に）して捕まえてくれたため。
また、学生は徒歩移動中にヘッドフォンで音楽を聴いていた。フィリピンでは大変危険な行為だと思う。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年8月末
被害者:　20代女性・日本人学生
セブ滞在歴:　1週間程（セブ留学開始前に学校に入寮せず、ホテルに滞在し観光を楽しまれていた方）
場所:　セブ市SMモール
被害物:　現金約130万円。クレジットカードによる50万円相当の買い物
状況: セブ市SMモールで買い物をしていたところフィリピン人に声をかけられ意気投合して自宅に招待された。自宅に遊びに行くとカジノのディーラーと名乗る男にトランプの方法を教えてあげるといわれレッスンを受ける。その後に遊びに来るお金持ちを一緒にはめて儲けようという誘いに乗りゲームを始め、最初は勝ち続けるが最後に大負けしてしまい、多額のお金を要求される。セブ留学を終えてから他国に直接、留学で行く予定だった為、現金130万円を持っていたが、それを取られて、更にクレジットカードでも強制的に高額の買い物をさせられる。
経過: iフォンのGPS機能で犯行現場となった家を特定できたので警察に捜査して貰ったが取り逃がしてしまった。セブ留学は開始する前に中止した。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年8月
被害者:　23歳男性・日本人学生
セブ滞在歴:　3ヶ月
場所:　マンゴースクウェア近く
被害物:　スマートフォン（アイフォン）

状況: 後ろポケットに入れたまま徒歩中にスリ被害。
経過: 近くの警察署にて生徒本人が被害届を提出。その後、進展なし。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年7月末
被害者:　女性・日本人学生
セブ滞在歴:　不明
場所:　セブ市ショッピングモール
被害物:　約60万円

状況: セブ市ショッピングモールで買い物をしていたところフィリピン人に声をかけられ意気投合して自宅に招待された。自宅に遊びに行くとカジノのディーラーと名乗る男にトランプの方法を教えてあげるといわれレッスンを受ける。その後に遊びに来るお金持ちを一緒にはめて儲けようという誘いに乗りゲームを始め、最初は勝ち続けるが最後に大負けしてしまい、多額のお金を要求され約60万円相当をとられる。
経過: 上記の内容でセブ市の日本領事館迄、語学留学生を名乗る女性から電話相談をいただいたが、途中で携帯電話のロードがなくなり途切れてしまい連絡がつかなくなってしまった。被害者は犯人と連絡を続けていたようで再度、会ってお金を取り戻したいと訴えていたが、大変危険な行為なので、セブ地域の各語学学校に一斉連絡して、大変危険なので該当する生徒がいた場合には決して犯人に近づかないようにという案内するように指導した。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年6月8日13時
被害者:　20代女性・日本人学生
セブ滞在歴:1週間
場所:　SMモール
被害物: ATMからの現金5万円相当のペソ。クレジットカードによる5万円相当の買い物
状況: SMモールのフォーエバー21で買い物をしていたところ、フィリピン人の若い女性に声をかけられ、洋服の話をしていると

中年女性のフィリピン人が合流し自宅で昼食を食べようと誘われた。断ったが、二人に挟まれるようにしてタクシーに乗せられ

セブ島にある彼女らの家に連れられた。女性2人とコーヒーを飲みながら雑談をしていると、2階で寝ていたという女性の旦那が現れる。その男性はマクタンのホテルのカジノのディーラーをしているそうで、トランプの方法を教えてあげるといってレッスンを始める。ディーラーは、前日、1人の客に1,500ドルの利益を与え700ドルのチップを受け取る予定だったが、実際に受け取ったチップが200ドルだったため、その差額を取り返したいと言い出す。するとたまたまその利益をあげた客というシンガポール人が現れる。4人でトランプを始め、そのシンガポール人が多額の額をかけるから、あなたも賭けなさいと指示される。現金がないことを伝えると、近くのローカルなショッピングモールのATMにつれていかれ5万円相当のペソを下ろされる。そして、もう限度額であることを伝えると、別のクレジットカードを使ってジュエリーショップで買い物を強要される。

18,500ペソ程度のゴールドのネックレスを購入させられた。いったん自宅に戻るが、まだ掛け金が足りないからいったん帰って、来週の日曜日に現金をもってきて欲しいという条件のもと近くのモールで解放された。
経過: 被害にあった女性は、翌日学校の日本人マネージャーに報告。海外旅行保険会社に今回のケースが保証の対象になるかどうか確認すると、警察の調書があれば保険の対象になるといわれた。しかし、両親から警察に届ける必要はないと指示があったため、領事館に事例報告したのみで警察には届けていない。また、犯人とは日曜日にもう一度会う約束をしているが無視する。本人はもともと、ご両親の反対を押し切ってフィリピン留学にきていたため、両親はこの事件をきっかけにすぐに帰国してほしいといっている。ご本人はまだフィリピンで勉強したい気持ちもあり、迷っている。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年5月平日の昼間

セブ滞在歴:1ヶ月目
場所:　学校の外部寮
被害物: 現金数千ペソ

状況: 学校の外部寮として使っている建物に空き巣が侵入。窓の鍵が空いている部屋から侵入され現金を盗まれた。
経過: 事件後、寮のフェンス類を増設する等してセキュリティを強化した。また、万が一の為に学生に対する戸締り周知を以前よりも強めている。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:2014年3月28日（金曜日）

被害者:20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:2週間
場所:　セブ市マンゴーストリート
被害物: 携帯電話(Iphone5)
状況: 友人達とマンゴーストリートでお酒を飲んで、ひどく酔っ払っており記憶が曖昧で気がついたら、ポケットに入っていた携帯がなくなっている事に気がつく。
経過: 留学会社職員と警察と弁護士のところへ行って、発生状況について説明をしてポリスレポートを作成して貰いました。

-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年2月3日
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:1日目
場所:　マクタン島某ショッピングモール
被害物:現金2万円の入った財布（幸いにもカード類は入っていなかった。）
状況: 初登校日に学校職員と新入生達でショッピングモールに行き、一緒にお金を両替をし、その後各々ショッピングをした。
被害者の生徒はスーパーで買い物の支払いを済ませた後、すぐに学校の送迎車で学校へ戻ったが、学校に戻ってから財布が無いことに気づいた。（スーパーのレジから送迎車に乗り込むまでの移動距離・時間はとても短かった。）
経過: 学生がショッピングをしたルートを、後でスタッフも確認したが財布を発見できなかった。学生が今後必要なお金を日本からどのように送って貰うかなどを学生と相談しました。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年1月シノログ祭当日
被害者:　30代男性・日本人学生
場所:　オスメニアサークル
状況: シノログ祭を見るために3時間前から場所とりをしていたが、始まる直前になってフィリピン人女性が割り込んできた。女性に押されたために、男性生徒が押し返すと女性が転んでしまい、その横にいたお年寄りも一緒に転び、頭を打ってしまった。お年寄りの怪我は幸いにも軽症ですんだ。女性とそのお年よりは、男性生徒に対して激怒し慰謝料を請求した。男性生徒は納得がいかず口調が強くなった。騒ぎを聞きつけ現地警察がその場にかけつけ男性生徒は警察に連行された。
経過: 翌日、被害を訴える女性は男性生徒に対して20万ペソの支払いを求めたが男性生徒は拒否した。学校の日本人マネージャー・韓国人マネージャーも一緒に警察で話し合うが解決できず次の日に持ち越した。学校の顧問弁護士に同席してもらい請求額は10万ペソに下がったが男性生徒は納得できなかった。男性生徒は不利な状況にあり、このままでは裁判になってしまうので日本人マネージャーの説得もあり男性生徒はしぶしぶ納得し最終的に6万ペソを支払い示談となった。 
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年2月平日
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴；1週間目
場所:　アヤラモールから学校への帰り道（アヤラから学校までは徒歩10分以内の距離）
被害物:　5万円程度の現金の入った財布
犯行状況: モールから徒歩での帰宅中の薄暗い場所でストリートチルドレンに囲まれ、鞄の中に入っていた財布を盗まれました。鞄はマジックテープ閉められているものなので、簡単に開けることができるものでした。
経過: 報告を聞き、警察に行ってポリスレポートを作成して頂きました。また、容疑者候補の写真の中から犯人と疑われる人物を選びました。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2014年2月1日（土）深夜
被害者:　20代男子生徒・日本人学生
場所:　セブ市内コンビニ前のテーブル、椅子等が置かれて飲食ができるスペース
被害物:　現金数万円、マイクロSDカード
犯行状況: コンビニ前の飲食スペースで泥酔してしまい鞄を置き忘れる。後でとりにいくが鞄が見つからない。翌日になって警察に届出を出して、再度、念の為、コンビニに行くと、現金とマイクロSDカードだけが携帯電話から抜き取られていた状態で店員が保管してくれていた。（デジカメや、携帯電話本体、カード類が入った財布等はそのまま鞄に残されていた。）
経過: 警察に被害届を提出するが、大部分の荷物が戻ってきたことからその後、警察へ連絡して届出手続きを進めないことにした。警察にはその旨を電話連絡済み。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年10月上旬
被害者:　30代男性（フィリピン人）
場所:　不明
被害物:　偽札1,000ペソ
犯行状況: どこで紛れたかは不明だが、気付いたら財布の中に1,000ペソの偽札が紛れ込んでいた。今回のニセ札は感触に違和感があったのと、本物の紙幣と比べると一回り小さいものだった。
<今後、日本人留学生が巻き込まれると予測されるケース>
1:　フィリピンではお釣りを用意していない店が多いこと・日本人が親切であることにつけ込んで、レジ前などでの両替を依頼されるケースが予測されます。（偽札1,000ペソを500ペソや100ペソなどにくずす。）
2:　町中の両替所で偽札を紛れ込ませるケース。
＜写真＞上：ニセ札/下：本物
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-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年9月13日（金）お昼過ぎ
被害者:　20代女・日本人学生
場所:　セブ市某語学学校内
被害物:　ノートパソコン
犯行状況: 被害者は9月13日（金）の昼食後、自習室にパソコン等を持って行き、自習室にパソコンを置いたまま授業へ行く。
その後、生徒はパソコンを自習室に置いている事を忘れており、金曜日、土曜日は自習室にパソコンを取りに行きませんでした。日曜日になり、パソコンが無いと気づき自習室へ行くも見当たらず、自分の部屋などを、探すも見つからない為、学校の学生アシスタントへ相談した。
経過: 9月16日（月）の朝、学校責任者に紛失の経緯を伝え、防犯カメラを確認したが捜索する範囲が広いため困難を要し、地元警察を呼んで対応したが見当たりませんでした。しかし、警察に来てもらった翌日にパソコンが自習室の近くに置かれているのを学校職員が発見しました。その場所の防犯カメラを確認したが画質がよくない為、犯人を特定する事ができませんでした。ノートパソコンは直ぐに生徒の下へ返却されました。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年7月23日（火）夜23時頃
被害者:　20代男子生徒、20代女子生徒、留学会社職員（いずれも韓国人）
場所:　セブ市マボロ地区、Pasific Square付近の路地
被害物:　財布、携帯電話
犯行状況: 学生たち（男子生徒1人、女子生徒1人、留学会社職員1人）で、距離的には事件発生場所から徒歩圏内の居酒屋でお酒を飲んだ後、徒歩で学校に帰宅中に、居酒屋から100メートルほど離れた路地で、バイク2台に分乗していた4人のフィリピン人から強盗被害にあいました。強盗は、最初に学生に対し拳銃に突きつけ、お金と携帯電話、金目のものを要求し、生徒は所持していた携帯電話と財布を差し出しましたが、強盗は女子学生を連れ去ろうとした為、男子学生が抵抗しました。強盗の1人が男子学生の頭を狙って発砲し、この学生は左頬と左鼓膜に損傷を受け、学生の背後に立っていた留学会社職員は、発砲された弾により右の腕に傷を負いました。
経過:事件発生直後、学校の韓国人管理者がすぐに学生と留学会社職員をCDU病院の緊急治療室に搬送し、他の学校職員は学生と共にマボロ警察署に行って事情徴収を終えました。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　 2013年7月14日（日）
被害者:　20代後半 男性・日本人学生
セブ滞在歴:　2ヶ月
場所:　セブ市アヤラモール
被害物:　約30万円
犯行状況: 一人でアヤラにいるところフィリピン人男性に声をかけられる。来月バンド活動で日本に行く、ドキュメントが日本語だから読めない、翻訳してほしいと家に誘われて着いて行く。家に到着すると、カードゲームが始まる。その後は、いつものイカサマトランプ賭博詐欺の手口となり金を要求される。現金を持っていなかった為、初めは携帯電話とノートパソコンを担保に、とある男からお金を借りる。カードゲームが終わったら金をおろすためにATMに連れて行かれる。クレジットカードのキャッシングで現金を下ろし、足りない分は指輪等を買わされ、合計金額約30万円程度。その後は解放されるが、携帯電話番号なども交換していたため、再度会おうと連絡が来る。
経過: 警察に行って、被害届及びポリスリポート作成。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　 2013年6月中旬
被害者:　20代 男性・日本人学生
セブ滞在歴:　約2ヶ月
場所:　セブ医科大学病院付近
被害物:　電子辞書＆現金1千ペソ
犯行状況: セブ医科大学病院付近付近からマンゴーに向かって歩いていた所、突然女にぶつかられる（オカマかも）。女は走り去り、気が付くとバッグが開いており、その中の電子辞書がないことに気が付いた。走り去る女を追ったが、タクシーに乗られ鍵を掛けられる。タクシー運転手に開けるように言うが、応じずそのまま走り去る。タクシー運転手も共犯の可能性がある。電子辞書には全所持金の１千ペソがはさんであり、そちらも奪われてしまった。
経過: 警察に行って、被害届及びポリスリポート作成。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　 2013年6月27日（木）18時～19時
被害者:　20代前半 男性（韓国人インターン）
セブ滞在歴:　5ヶ月
場所:　パークモール付近
被害物:　 25,000ペソ
犯行状況: アヤラモールで大金（25,000ペソ）を下ろした後、買い物をするためパークモールへ。１人でパークモールからマンダウェ市内の学校まで徒歩で帰寮する途中に被害に遭う。突然3名に銃を突きつけられた為、持ってるお金全てを渡した。その後3人は走り去ったそうです。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　 2013年6月15日(日)　日中
被害者:　20代女性・日本人学生
セブ滞在歴:　8週間
場所:　 Ayala-mallのstarbucks１階
被害物:　 カバン(デジカメ含む)
犯行状況: 手提げカバンを床に置き、友人とコーヒーを飲みながら話していた。帰るときにカバンを確認したが、なかった。
その後、ポリスレポートを作成するために警察署に行ったが、明確な証拠がないため取り合ってもらえなかった。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年6月22日(日)　19:00～20;00　
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:　3週間
場所:　Jセンターのマクドナルド
被害物:　カバン（現金2,500ペソ、クレジットカード含む）
犯行状況: フィリピンの友人とマクドナルドで話していた。カバンは椅子の上に置いていたが、途中からもう一人来たので、カバンを床に置く。話に夢中になっていた。カバンは帰るときにはなかった。友人がマクドナルドと掛け合い、防犯カメラの画像を入手。クレジットカードは直後に止めた。明日、ポリスレポートを作成してもらうため、警察署に行く予定。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年6月9日(日)　16:30～
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:　2日目
場所:　SMモール敷地近辺（SUN GOLDとSMモールのSM側の通り）
被害物:　現金8万円、クレジットカード8万円分
犯行状況: 当日午後4時ごろ、被害者男性（Aさんとします）が学校に戻るためTaxi乗り場を探していたらSMの敷地外にでてしまい、通りを歩いていたところAさんの背後から急にフィリピン人が拳銃らしきものを背中に当ててきて金銭を要求。Aさんは指示に従い、財布の中の現金（日本円約8万円）を渡す。　さらにAさんがクレジットカードを持ってることを確認した犯人は用意していた車にAさんを乗せる。SMモールから離れ、マンダウエ市にあるPacificMallまで連れて行かれる。モール内の携帯電話ショップで携帯電話7.8台をクレジットカードで購入させられレシートとともに犯人が受け取る。その後その場で解放されたAさんは残っていた現金を使いタクシーで学校まで帰ってきた。
　※Aさんはもともと足を痛めており、少し歩き方が不自然だったのも狙われてしまった原因かもしれない。
　※犯人は少なくともグループの犯行で男女2人ずつ計4名はいたとのこと。PacificMallへ入る際は拳銃を持っていた人は入店せず、他のメンバー達がAさんの前と後ろを歩いていた。PacificMallには監視カメラがないため犯人達の顔の確認はできず。そのことを知った上で犯行に及んだ可能性も高い。
経過: 事件翌日、SM近くのポリスステーションに事件詳細報告。さらにPacificMallへ行き、ショッピングモール警備管理担当の方々に事件のことを報告。携帯電話ショップ店員がAさんのことを覚えており、レシートを再発行してもらう。ポリスレポートを受け取り、コピーしたものを日本領事館に提出。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年5月19日(日)　13:30～
被害者:　20代女性・日本人学生
セブ滞在歴:　４週
場所:　J-mallからSM　mallへ　ジプニー(２１A)で乗り合わせていた途中
被害物:　小銭入れ(P1000程度)

犯行状況:３人の日本人友達とともにジプニーに乗り合わせ、J-mallからSM　mallへ向かっていた。
その他にフィリピン人も乗り合わせていた状況でした。ジプニーから降りたときに小銭入れが無いことに気づいたが、
すでに手遅れであった。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年5月19日(日)　13:30～　
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:　４週
場所:　J-mallからSM　mallへ　ジプニー(２１A)で乗り合わせていた途中
被害物:　携帯(iPhone4S)
犯行状況:
３人の日本人友達とともにジプニーに乗り合わせ、J-mallからSM　mallへ向かっていた。
その他にフィリピン人も乗り合わせていた状況でした。ジプニーから降りたときにiPhone4Sが無いことに気づいたが、
すでに手遅れであった。後日、警察署に紛失した際のいきさつを説明し、盗難届けを出しに行ったが、
虚偽報告と疑われPolice Reportを発行してもらえなかった。
-------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年5月18日(土)　深夜
被害者:　20代男性・日本人学生
セブ滞在歴:　12週
場所:　マンゴースクエアのクラブ近辺
被害物:　腕時計、財布(P7000程度)
犯行状況:
深夜、マンゴースクエアのクラブを出て、タバコを買いに行こうとした途中、フィリピン人男性にナイフを突きつけられ金品を要求された。
持っていた腕時計と現金7000ペソが入った財布を渡す。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013, 5/12　午前11時頃
被害者: 60歳代　男性　・日本人学生
セブ滞在歴:　2ヶ月
場所:　アヤラモールから乗ったジプニー内
被害物:　携帯電話、電子辞書
犯行状況:
混み合うジプニー内で、リュックサックを両手で抱えるようにして持っていたが、隣の席のフィリピン人が、「5ペソが落ちているので拾ってくれないか？」といって注意をそらし、その間にリュックサックのファスナーが開けられ取られた。友人が正面に乗っていたが、その友人が気付かない程巧みな犯行だった。おそらくグループでの犯行と思われる。
経過:
事件当日中に警察に行き事情を説明。当日が日曜日であったため、市役所で印紙が買えなかったので、後日ポリスレポートを受領。警官からは、「なぜジプニーに乗ったのか？」と強く問い詰められ、かなり説明を要したので、学校側としては、ジプニーに乗ったことによる被害は、警察が動いてくれない可能性がある旨を伝えておかなければならないと感じた。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013, 4/13午後2時
被害者:22歳　男性　・日本人学生
セブ滞在歴:　2週間
場所:　セブ市アヤラモール
被害物:　日本円現金2万円
犯行状況:
一人でアヤラにいるところフィリピン人（LENGと名乗る45歳くらいの男）に声をかけられる。いとこの娘が日本に行く、ドキュメントの漢字がわからないから手伝ってほしいと家に誘われて着いて行く。家に到着すると、カードゲームが始まる、その後は、いつものイカサマトランプ賭博詐欺の手口となり金を要求される。現金２万円を学校にとりに帰りお金を渡す。そのまま返らず。
経過:上記の犯行状況で動きは止まっています。　
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013, 3/30-4/6　
被害者:20代後半　男性　・日本人学生
セブ滞在歴:　1日。セブ到着翌日に被害（学校のオリエンテーションの前）
場所:　セブ市アヤラモール
被害物:　約50万円
犯行状況:
【3/30(土)13:00頃　AYALAモール入り口付近】
フィリピン人女性から「そのジャケットすてきね。どこで買ったの？」と声をかけられる。自称 Aiko:中年女性、カタコトの日本語を話す、母は日本人でハーフだという。明日弟(Hiro)の誕生日パーティーがあるからと家に誘われ、連絡先を交換、翌日会う約束をしてその日は別れる。
【3/31(日)11:00　】
AYALAモール内スーパーマーケットにて待ち合わせタクシーでフィリピン人女性の自宅へ移動。弟Hiroはディーラーで、マジックを見せてあげると言われそこから次第にカードの絶対勝てる方法を教えてあげるとカードゲームが始まる。昨晩大儲けしたシンガポール人の客がいるから一緒に騙そうと言われ、その女性が現れ賭けが始まる。現金を持っていなかったため初めはHiroからお金を借りた。シンガポール人から自分以外が本当にお金を持っているのか確かめたいので、全員が現金で同じ金額を用意するように言われ、お金をおろすためにATMに連れて行かれる。クレジットのキャッシングで現金、足りない分は指輪等を買わされ、合計金額約50万円程度。自宅に戻りもう一度プレイしたが、Hiroがお金を集められなかったためもう一度お金を借りに行くと言われ、現金・購入した指輪等はその場に置いたまま再び外に連れて行かれるが、一緒に行くと危険だからと生徒のみ一人カフェに置いていかれる。その後電話がきて今日はもうお金が集まらないからまた来週続きをしようと言われ一人で学校へ戻る。20:00 頃。
【4/6(土) 】
その後連絡がなかったため生徒からAikoに電話。お金を借りるためマニラにいるから会えない。お金が借りられないため自分達の負けだと言い張り、とにかくあって話がしたいといっても拒否され電話を切られた。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013, 4/5　
加害者:日本人20代男性　
セブ滞在歴:　3ヶ月目
場所:　セブ市マンゴースクウェアの韓国系飲食店
被害物:　
被害者:　20代フィリピン人女性
犯行状況:
加害者の日本人男性は1人で泥酔して事件発生現場に立ち入り、ウェイトレスと話した後、気に入らない点がありウェイトレスの背中を叩いてしまう。振り返ったウェイトレスに対してもう一度、叩くしぐさを見せた所、フィリピン人の男性店員に店の外に連れ出され喧嘩に発展したところを警察に逮捕される。加害者は翌朝まで警察所内の留置場に入れられるが留学会社の職員が間に入り示談が成立し釈放される。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013, 3/9　
被害者:　日本人20代女性
セブ滞在歴:　2ヶ月目
場所:　SMモール内
被害物:　現金約20万円
犯行状況:

SMモールで友人とショッピングの途中、１人になった時、「その靴いいね」と声をかけられる。友人を待たせていたため一度その場を離れるが再度モール内で遭遇し話しかけられる。親しくなり、「明日別の場所で会おう」と誘われて、翌日Jollibeeで会うと「家族を紹介する」と家に連れていかれる。ウォーターフロントのカジノで働いているという親戚のおじを紹介され、「カードゲームのやり方を教える」と別の部屋に案内される。ゲームを教えてもらっている最中、「シンガポール人の客が来るから一緒にゲームで騙そう」と言われ、断るすきを与えず客が現れる。ゲームでは勝っていくが、最終的に高額の料金をかけることが必要になり、お金がないことを伝えるとATMで引き出すことを強要された。その後は解放されるが、メールアドレスなども交換していたため、再度会おうと連絡が来る。日本人留学生を狙い、「親戚が日本で働いている（あるいは学んでいる）」などの話題を出してモールなどで近づいてくる。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時:　2013年, 2月下旬
被害者: 日本人20代男性
セブ滞在歴: 1週目　
場所:　 マンゴースクエア
被害物: iPhone　
犯行状況: 
深夜マンゴースクエアからドミトリーに帰るためタクシーを捕まえた。タクシーのドライバーと値段交渉でもめていると1人のフィリピン人が近寄ってきて代わりに値段交渉をしてくれた。その後、そのフィリピン人は値段交渉してあげたから途中までタクシーに乗せて欲しいと言い、乗り込んできた。タクシーが動き始めるとそのフィリピン人は生徒の体を触り、あからさまに所持品を盗ろうとし始めた。タクシードライバーはその一連のやり取りを無視しそのまま走り続けた。生徒は必死に財布は守り、なんとかフィリピン人をタクシーから追い出した。しかし、追い出したあとに所持品をよく確認してみると、ポケットからiPhoneが盗まれていた。異常事態に気づいたタクシードライバーが、生徒に『追いかけるか？』と聞く。生徒はそのタクシーで暫く探したが見つからなかった。結局、高額のタクシー料金を払う羽目になり、もちろんiPhoneも見つからなかった。タクシードライバーと盗んだフィリピン人は仲間だと思われます。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時: 2013年, 2月上旬午後7時〜8時頃　 
被害者:　 日本人38歳男性 
セブ滞在歴: 4ヶ月目
場所:　キャッスルピークホテルとPasific Squareの間
被害物: 財布
犯行状況: 
Pasific Squareの美容院で散髪が終わって一人で道を歩いてた際に、40代くらいのフィリピン人男が「家族が病気、お金が必要、お金をかしてほしい」と声をかけてきたそうです。財布をポケットから出した途端、左手を噛み付かれ、その瞬間財布を奪われて犯人は逃走。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時: 2013年, 1月下旬午後7時頃
被害者: 20代韓国人女性2人 
セブ滞在歴: 4週間
場所:　A.S Fortuna.st 
被害物: スマートフォン
犯行状況:

A.S Fortuna.st (比較的大通り)を歩行中、バイクが2台止まり、フィリピン人男性が歩道をふさいだ。被害者を歩道にひざまづかせ、突然、銃を向け「携帯をよこせ」という。被害者は携帯(スマートフォン)を犯人に渡し、幸い、撃たれるという大惨事には至らなかった。今回のケースは普段は賑やかな道であるにも関わらず、この日人通りが少なく、街灯のない暗い場所で起こりました。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時: 2013年, 1月下旬午後7時頃
被害者: 日本人20代男性
セブ滞在歴: 2週間 
場所: Thai Boran（マッサージショップ）　 
被害物: 金銭スリ未遂と虚偽通報
犯行状況:

上記店舗にてマッサージを受けている時に、衣類や荷物をまとめてそばに置いておいた。施術中、マッサージ師がズボンのポケットからお金を盗んだ。被害者はすぐにそれに気が付き、お金は取り戻した。が、その直後、マッサージショップの店員が「客に殴られた」等の虚偽の通報をし、被害者は警察に連行されてしまう。お金を払い、警察から帰ってくることができた。虚偽の通報であるが、今回のようなケースだと外国人は立場が非常に弱くなる。現地の人とのトラブルには巻き込まれないように注意することが必要。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
日時: 2013年, 1月13日（日）午後1時〜3時頃
被害者: 日本人60代男性
セブ滞在歴: ー
場所:　 SMモール内 
被害物: 高級ブランドの財布・現金(日本円)7万円前後・クレジットカード・銀行キャッシュカード・運転免許証
犯行状況:

斜め掛けのファスナー付きミニショルダーバッグでしたが、 脱いだ帽子を丸めてバッグ内にしまおうとした際、ファスナーを開け閉めし、更に、羽織ものをバッグに掛ける形で歩いていたそうです。ファスナーがしっかり閉じられていたか  確認出来ていないのと、バッグを背中側に回して歩いていた為 被害にあってしまったのではないかと思われます。
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